
天

正

六

年

七

月

廿

日

『
多
聞
院
日
記
』

の
中
の

一
日
-
話
題
の
背
景

水

野

正

好

南
都
興
福
寺
多
聞
院
の
英
俊
は
、
そ
の
日
々
を
詳
細
に
記
録
、
そ
の

『多
聞
院

日
記
』
は
中
世
を
窺
う
上
で
極
あ
て
重
要

な
史
料
と
な

っ
て
い
る
。
本
稿
は
こ
の

『
多
聞
院
日
記
』
中
の

一
日
ー
天
正
六
年
七
月
廿
日
の
記
事
を
と
り
上
げ
、

い
か

に
興
味
ぶ
か
い
話
題
を
提
供
す
る
か
、
考

え
て
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま

ず
、

こ
の

一
日
の
記
事
を
掲
げ
よ
う
。

廿
日
、
森
岡
カ
サ
サ
ギ

へ
家

ヲ
買
移
了
ト
、

一
、
堺
浦

へ
近
日
伊
勢

ヨ
リ
大
船
調
付

了
、
人
数
五
千
程
ノ
ル
、
横

へ
七
間
、

竪

へ
十
二
三
間
も
在
之
、
鉄

ノ
船
也
、

テ
ッ
ハ
ウ
ト
ヲ
ラ
ヌ
用
意
、
事
々

敷
儀
也
、
大
坂

へ
取

ヨ
リ
、
通
路

ト
ム
ヘ
キ
用
ト
云
々
、

一
、
昌
佐
死
了
、

何
気
な
く
読
め
ば
何
気
な
く
読
み
過
し

て
し
ま
う

一
日
の
記
事
で
あ
る
が
、
注

目
す
れ
ば
す
る
程
に
含
蓄
の
あ
る

一
日
の
記
事
で
あ
る
。
い
ま
、
日
記
中
の
一
話
-

堺
浦

の
大
船
、
二
話
-
昌
左
死
去
の
話
題

を
そ
れ
ぞ
れ
検
討
す
る
こ
と
と
し
よ
う
。

、
堺
浦
の
鉄
の
大
船
-
日
本
丸

七
月
廿
日
の
記
事
で
は
、
こ
の
船
は
伊
勢
よ
り
廻
漕
さ
れ
堺
浦
に
到

っ
た
こ
と
、

五
千
人
も
の
人
数
が
乗
船
可
能
な
大
船
で
あ
る
こ
と
、
そ
の
規
模
は
横
七
間
、
竪

十
二
三
間

(二
三
間
の
誤
記
か
も
)
の
大
船
で
あ
る
こ
と
、
鉄
砲
通
ら
ぬ
よ
う
配

慮
さ
れ
た
鉄

の
船
で
あ
る
こ
と
、
大
坂

へ
赴
き
航
路
を
止
め
る
べ
き
使
命
を
も

つ

も
の
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
の
鉄
の
大
船
に
関
係
し
て
注
目
さ

れ
る
記
事
が

『
多
聞
院
日
記
』
に
再
び
登
場
す
る
の
は
、
二
ヶ
月
後
、
天
正
六
年

九
月
晦
日
の
條

で
あ
る
。
そ
こ
に
は

コ

、
信
長

ハ
此

一
両
日
ハ
堺

へ
越
用
意
了
、

船
見
物
云
々
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
間
の
事
情
を
物
語
る
の
は

『総
見
記
』
1
九
鬼
嘉
隆
船
軍
事
の
記
事
で
あ

る
。
「天
正
六
年
六
月
廿
六
日
、
紀
伊

ノ
海

二
舟
軍
有
之
、
是

ハ
大
臣
家

(織
田

信
長
)
勢
州
ノ
海
賊
九
鬼
右
馬
允
嘉
隆

二
仰
付
ラ
レ
、
大
船
六
艘
作
立
、
井

二
瀧

河
左
近
大
船

一
艘
白
船

二
持
、
大
坂
表

へ
乗
廻

シ
、
中
国
ノ
舟
大
坂

へ
不
入
様

二
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追
彿
フ
ベ
キ
由
仰
付
ラ
レ
、
順
風
見
計

ヒ
今
日
九
鬼
等
兵
船
熊
野
浦

へ
乗
出

シ
大

阪
表

へ
押
廻
シ
候
慮

二
、
谷
輪

ノ
海
上

二
於

テ
、
紀
州
ノ
海
賊

一
揆

ノ
奴
原
、
此

大
船
相
支
フ
ベ
キ
手
立
ト
シ
テ
、
雑
賀
、

谷
輪
、
浦
々
ノ
兵
船
其
ノ
数
ヲ
シ
ラ
ズ
、

乗
掛
、
矢
ヲ
射
掛
、
鐡
炮

ヲ
放

ツ
ト
云

ヘ
ド
モ
、
九
鬼
右
馬
允
嘉
隆
、
相
従

フ
者

ド
モ
、
志
摩
二
郡
ノ
諸
士
、
井

二
勢
州
矢

野
衆
、
工
藤
方
、
知
積
寺
九
右
衛
門
等

七
艘
ノ
大
船

二
小
船
ヲ
相

ソ
へ
、
山

ノ
如

ク
飾
立
、
敵
船
間
近
ク
寄
セ
ツ
ケ
、
誘

引
様

ニ
モ
テ
ナ
シ
、
大
鐡
炮

一
度

二
放

シ
、
数
百
艘

ノ
敵
船
悉
追
彿
ヒ
、
忽
勝
利

ヲ
得
、
敵
船
数
艘
ヲ
乗
取
リ
畢

ヌ
、
是

ヨ
リ
以
後

一
揆
ノ
賊
船
相
支
ル
事
ナ
シ
、

九
鬼
ガ
兵
船
悪
無
シ
テ
、
泉
州
堺
津

二
着
岸

シ
畢
ヌ
」
と
詳
細
に
描
か
れ
て
い
る
。

こ
の
九
鬼
嘉
隆
の
大
船
団
の
堺
津
着
岸

の
噂
さ
が
英
俊
の
耳
に
入
り
、
天
正
六
年

七
月
廿
日
、
『多
聞
院
日
記
」

の
中
に
記

さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
で
あ
る
。

実
は
、
織
田
信
長
が
こ
の
九
鬼
嘉
隆

に
造
船
を
命
じ
る
経
緯
は

『績
武
將
感
状

記
」

の
中
に
詳
し
く
記
さ
れ
て
い
る
。
九
鬼
嘉
隆

の
活
躍
の
様
子
と
合
せ
て
そ
の

一
文
を
掲
げ
る
こ
と
に
し
よ
う
。
「信
長
、
本
願
寺
門
跡
光
佐

二
、
大
坂
ノ
城
地

ヲ
請
ヒ
求
ム
、
光
佐
不
許
、
信
長
怒

テ
大
軍

ヲ
以
テ
攻
ム
ト
イ

ヘ
ド
モ
利
ナ
シ
、

天
王
寺

二
対
塁
ヲ
築
テ
、
…
数
年

ノ
間
大
坂
ト
相
持

ス
、
山
陽
、
南
海
、
西
海
ノ
、

其
ノ
宗
旨
ヲ
崇
信
ス
ル
者
、
糧
劉
器
侯
無
塩

ノ
類

マ
デ
、
船

二
積
テ
城
に
納

ル
、

由
薙
大
坂
不
屈
、
於
是
信
長
志
摩

ノ
九
鬼
右
馬
允
喜

(嘉
)
隆
ヲ
シ
テ
、
其
漕
輸

ヲ
断
シ
ム
、
喜
隆

ハ
伊
勢
、
尾
張
、
志
摩

ノ
海
上

ニ
テ
舟
師

二
長
錬
シ
、
巨
艦

ヲ

造
テ
日
本
丸
ト
號

ス
、

コ
レ
ヲ
見

ル
ニ
高
櫻

ヲ
涯

ベ
タ
ル
ガ
如
シ
、
喜
隆
ノ
領
地

二
七
島
ア
リ
、
荒
島
越
中

ハ
荒
島

二
住

ス
、
三
浦
新
助

ハ
国
府

二
住

ス
、
武
田
左

馬
助

ハ
甲
加

二
住
ス
、
…
青
山
豊
前

ハ
和
具

二
住
ス
、
小
鹿
隼
人

ハ
小
鹿

二
住
ス
、

渡
島
次
郎
左
衛
門

ハ
濱
島

二
住
ス
、
此
七
士
各
兵
船
ヲ
造
リ
、
是
レ
ヲ
七
艘
楯
ト

云
、

コ
ノ
八
艘
ヲ
始
ト
シ
テ
、
ア
マ
タ
ノ
船
揃
、
喜
隆
志
摩
ヨ
リ
出
ル
庭

二
、
紀

伊
熊
野
ノ
海
邊
、
小
鷲
島
、
錦
島
、
三
鬼
島
、
三
ケ
所

ニ
テ
船
戦
ア
リ
テ
、
喜
隆

皆
勝

ヌ
、
又
和
泉

ニ
テ
谷
ノ
輪

ヨ
リ
出
タ
ル
敵
ト
戦
テ
、
船
多
ク
乗
取
ヌ
、
又
囁

津
西
宮

二
至
テ
、
南
海
西
海

ヨ
リ
大
坂
漕
輸
ノ
船
ト
戦
ヒ
テ
、
大

二
破
之
、
…
此

ヨ
リ
大
坂
力
疲
ル
、
光
佐
、
正
親
町
院
ノ
勅
命

二
鷹
ジ
テ
信
長
ト
和
團
シ
、
城

ヲ

避

テ
紀
伊

ノ
雑
賀

二
移
ル
、
大
坂
ノ
城

ハ
丹
羽
五
郎
左
衛
門
尉
長
秀
、
織
田
七
兵

衛
尉
信
澄

ヲ
シ
テ
守
ラ
シ
ム
、
天
正
二
年
ヨ
リ
相
攻
伐
シ
テ
同
八
年

二
至
テ
款
和

ス
、
信
長
、
喜
隆
ガ
舟
師
ノ
功

二
由
テ
、
福
島
、
加
島
、
七
千
石
ノ
加
腺
ヲ
与

へ
、

銘
刀
及
ビ
金
三
百
両
ヲ
賜
フ
、
堺
浦

二
於
テ
近
国
ノ
僧
俗
男
女
、
日
本
丸

ヲ
見
物

シ
テ
皆
驚
歎

ス
」
と
あ
り
、
『総
見
記
』
の
記
事
と
相
互
補
完
す
る
大
切
な
記
録

と
な

っ
て
い
る
。

『総
見
記
」
・
『
績
武
將
感
状
記
』
の
記
事
に
対
し
て

『
多
聞
院
日
記
」
は
簡
単

な
日
記
記
事
と
は
い
え
重
要
な
知
見
を
も
た
ら
す
。
両
書
で
は
九
鬼
嘉
隆
の
ひ
き

い
る
日
本
丸
と
七
艘
の
大
船
が
物
語
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
規
矩
は
具
体
的
に
の

べ
ら
れ
て
い
な
い
。
『多
聞
院
日
記
』
は
横
七
間

(十
二

・
六
儲
)
竪
十
二
三
間

(二
三

・
四
儲

・
二
十
三
間
と
す
れ
ば
四

一
・
四
材
)
の
規
模
を
持

つ
大
船

で
あ

る
と
明
記
し
て
お
り
、
九
鬼
氏
の
所
有
す
る
大
船
-
日
本
丸

の
巨
大
さ
が
よ
く
読

み
と
れ
る
の
で
あ
る
。
興
味
深
い
こ
と
に

『
信
長
公
記
」

に
は

「元
亀
四
年
五
月

廿
二
日
、
佐
和
山

へ
被
移
御
座
、
多
賀
山
田
山
中
の
材
木
を
と
ら
せ
、
佐
和
山
麓
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松
原

へ
勢
利
川
通
引
下
し
、
国
中
鍛
冶
、
番
匠
、
杣
を
召
寄
、
御
大
工
岡
部
又
右

衛
門
棟
梁
に
て
船
之
長
さ
三
十
間
、
横
七
間
、
櫓
を
百
挺
立
さ
せ
、
艦
舳
に
矢
蔵

を
上
、
可
致
丈
夫
之
旨
被
仰
聞
在
佐
和
山
な
さ
れ
無
油
断
夜
を
日
二
継
仕
候
間
、

無
程
七
月
五
日
、
出
来
詑
、
事
も
生
便
敷
大
船
、
上
下
驚
耳
目
如
案
」
と
い

っ
た

記
事
が
あ
り
、
九
鬼
嘉
隆

の
造
船
以
前
、
信
長
は
す
で
に
横
七
間
、
長
さ
三
十
間

と
い
う
大
船
を
造
船
し
て
お
り
、
そ
の
規
矩
は
日
本
丸
を
凌
駕
す
る
大
船
で
あ

っ

た
こ
と
が
判
明
す
る
の
で
あ
る
。

『多
聞
院
日
記
」
は
人
数
五
千
程
ノ
ル
と
い
う
乗
船
可
能
な
人
数
を
書
き
留
め

て
い
る
。
恐
る
べ
き
員
数

で
あ
る
。
『総
見

記
』
や

『
績
武
將
感
状
記
』

に
は
見

ら
れ
な
い
記
事

で
あ
り
、
噂
話
と
は
言
え
注
目
さ
れ
る
。
そ
の
上
、
目
を
惹
く
記

事
は

『多
聞
院
日
記
』

の

「
鉄
の
船
也
、

テ
ッ
ハ
ウ

(鉄
炮
)
ト
オ
ラ
ヌ
用
意
」

と
あ
る

一
文

で
あ
る
。

こ
の
こ
と
も
詳
細
な
記
録
で
あ
る

『総
見
記
』
、
『績
武
將

感
状
記
』
に
見
え
な
い
所
見
で
あ
る
。
鉄
炮
の
弾
丸
が
通
ら
ぬ
よ
う
用
意
す
る
と

い
う
言
辞
は
、
例
え
ば

『
総
見
記
』
に
は
九
鬼
嘉
隆
の
率
い
る
船
団
は
伊
勢
を
発

し
堺
浦
に
至
る
途
次
、
雑
賀
、
谷
輪

(淡
輪
)
で
敵
の
船
団
と
戦
う
が
、
そ
の
際
、

紀
伊
、
和
泉

の
敵

の
船
団
は
、
九
鬼
方
に
乗
掛
、
矢
射
掛
、
鉄
炮
を
打

つ
と
い
っ

た
戦
法
を
採

っ
て
居
り
、
対
す
る
九
鬼
方
も
敵
船
を
ひ
き
寄
せ
ら
れ
る
限
り
引
き

寄
せ
て
大
鉄
炮

一
度
に
放

つ
戦
法
で
応
戦
、
勝
利
し
て
い
る
よ
う
に
鉄
炮

で
相
攻

撃
す
る
こ
と
は

一
般
化
し
て
い
る
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
『
軍
法
極
秘
傳
書
』

に
は

「大
船

に
は
大
筒
、
石
火
矢
お
ほ
く
仕
懸
置
、
小
船
に
は
弓
、
小
筒
を
置
、

大
筒
を
も

っ
て
敵
を
う
ち
ひ
し
ぎ
、
弓
、
小
筒
に
て
も
み
合
た
＼
か
ふ
べ
し
、
小

船

に
先
を
か
け
さ
せ
、
大
船
は
跡
よ
り
か
か
る
事
尤
な
り
」
と
あ
る
よ
う
に
大
船

は
大
筒
が
用
意
さ
れ
、
大
船
相
互
に
大
筒
を
打
ち
合
う
様
子
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。

こ
う
し
た
鉄
炮
の
被
害
を
常
々
避
け
た
い
と
の
想
い
が

「鉄
の
船
」
を
生
み
出
す

の
で
あ
る
。

で
は
、
こ
う
し
た
鉄
炮
を
さ
け
る
た
め
に
発
想
さ
れ
た
鉄
の
船
と
は

如
何
な
る
も
の
で
あ

っ
た
ろ
う
か
。
こ
の
大
船
の
鉄
船
で
想

い
つ
く
の
は
、
『
兵

法
新
論
』

の
記
事
で
あ
る
。
コ

、
戦
艦
ノ
製
、
復
板
ヲ
用
ヒ
、
又
鐡
片

ヲ
用
ヒ
、

又
牛
皮
ヲ
用
ヒ
テ
弾
丸
ヲ
防
グ
、
小
砲

ノ
貫
ク
ベ
キ
ニ
ア
ラ
ズ
、
大
砲
ヲ
便
ト
ス
」

と
い
っ
た
記
事
が
あ
り
、
鐡
片
で
船
体
を
保
護
す
る
場
合
、
鐡
ノ
船
と
呼
ば
れ
る

で
は
な
い
か
と
思
料
さ
れ
る
。
別
の
史
料
、
『
兵
要
録
』

で
の

「巨
艦
者
用
復
板

造
之
、
外
面
覆
以
銅
鐡
葉
、
(用
鐡
者
或
漆
之
、
或
塗
煉
鐡
脂
、
使
金
性
不
損
)
、

或
裏
板
用
鐡
葉
生
牛
革
、
以
防
火
砲
」
の
表
現
も
若
干
相
違
を
見
せ
る
が
、
銅
鐡

葉
で
も

っ
て
外
面
を
覆
う
形
の
巨
艦
の
存
在
を
教
え
る
も
の
で
あ
る
。
多
聞
院
英

俊
の
知
る

「鉄
ノ
舟
」
は
、
あ
た
か
も
小
札
を
綴
じ
る
桂
甲
の
よ
う
に
こ
う
し
た

鐡
片
、
鐡
葉
で
保
護
さ
れ
た
大
船
を
謂
う
語
句
と
見
て
差
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
。

九
鬼
嘉
隆
は
日
本
丸
と
七
艘
の
大
船
、
合
せ
て
八
艘
仕
立
て
、
多
く
の
小
船
を

率
い
て
天
正
六
年
六
月
廿
六
日
、
志
摩
を
出
発
、
熊
野
浦

へ
寄
り
、
海
辺
の
小
鷲

島
、
錦
島
、
三
鬼
島
で
船
戦
、
そ
の
後
、
雑
賀
、
谷
輪

で
も
船
戦
、
や
が
て
泉
州

堺
津
に
着
岸
す
る
の
で
あ
る
が
、

こ
の
堺
津

に
到

っ
た
九
鬼
の
船
軍
の
ご
と
ご
と

し
い
模
様
、
船
の
構
造

・
規
模
な
ど
の
噂
を
英
俊
は
七
月
廿
日
の

『多
聞
院
日
記
」

に
記
し
、
こ
の
九
鬼
の
船
団
を
め
ぐ
る
大
き
な
反
響
を
述

べ
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
日
記
記
事
が
記
さ
れ
た
後
、
九
鬼
嘉
隆

の
船
団
は
信
長
よ
り
依
頼
さ
れ
て
い
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る
山
陽
、
西
海
、
南
海
か
ら
本
願
寺
支
援

の
糧
米
器
杖
塩
を
積
み
大
坂
本
願
寺
に

至
る
航
路
を
遮
ぐ
べ
く
西
宮
で
船
戦
、

こ
れ
に
勝
利
、
結
果
、
信
長
の
本
願
寺
攻

め
に
大
き
な
役
割
を
果
す
の
で
あ
る
。
大
坂
封
鎖

に
成
功
し
た
九
鬼
嘉
隆
の
船
団

は
、
ニ
ケ
月
後
、
堺
に
信
長
を
迎
え
、
種

々
の
褒
賞
を
う
け
る
の
で
あ
る
。

こ
の
褒
賞
に
つ
い
て

『多
聞
院
日
記
』
天
正
六
年
九
月
晦
日
の
記
事
は
簡
単
に

コ

、
信
長

ハ
此

一
両
日

ハ
堺

へ
越
用
意
了
、
船
見
物
云
々
」

と
書
く
の
み

で
あ

る
が

『
信
長
公
記
」
に
は

「天
正
六
年
九
月
廿
七
日
、
九
鬼
右
馬
允
嘉
隆
大
船
為

可
被
成
御
覧
、
京
都
よ
り
八
幡
迄
御
下
、
翌
日
廿
八
日
、
若
江
御
泊
、
廿
九
日
早

朝
よ
り
天
王
寺

へ
御
成
、
…
住
吉
社
家
に
至
而
被
移
御
座
、
其
時
天
王
寺
よ
り
住

吉
之
間
、
御
鷹

つ
か
は
さ
れ
候
キ
、
晦
日
に
は
彿
暁
よ
り
堺
之
津

へ
御
成
…
九
鬼

右
馬
允
大
船
を
飾
立
、
の
ぼ
り
さ
し
物
幕
打
廻
し
、
湊
々
浦
々
之
武
者
舟
、
是
又

兵
具
を
以
て
我
手
我
手
を
か
ざ
り
、
又
堺
南
北
と
し
て
御
座
舟
、
事
も
生
便
敷
、

唐
物
其
員
を
集
て
か
ざ
り
、
進
上
物
を
我
不
劣
と
持
参
無
際
限
、
堺
南
北
之
僧
俗

男
女
、
此
時
信
長
公
を
拝
み
奉
ら
ん
と
結
構
に
出
立
候

て
、
に
ほ
ひ
焼
物
ふ
ん
ふ

ん
と
し
て
衣
香
掻
當
四
方
に
薫
じ
、
群
集
候
し
也
、
九
鬼
大
舟

へ
ロ
ハ
一
人
め
さ
れ

御
覧
有
之
、
そ
れ
よ
り
今
井
宗
久
所

へ
御
成
…
住
吉
社
家
に
至

て
御
帰
宅
、
九
鬼

右
馬
允
被
召
寄
、
黄
金
二
十
枚
、
井
御
服
十
菱
喰
折
二
行
拝
領
、
其
上
千
人
つ

つ

御
扶
持
被
仰
付
…
寅
十
月
朔
日
、
住
吉
よ
り
御
帰
洛
」
と
詳
細
に
記
し
、
『
信
長

記
』
に
は

「
天
正
六
年
九
月
廿
七
日
、
九
鬼
右
馬
允
大
船
共
御
覧
有

ベ
キ
ト
テ
、

信
長
公
住
吉

へ
着
津

シ
玉
フ
テ
、
同
廿
九

日
、
安
部
野
於

テ
御
鷹
狩

シ
給

ヒ
ヌ
、

角

テ
船
ド
モ
御
覧
ノ
事

ハ
天
気
次
第
ト
定

ラ
ル
ル
ニ
、
十
月
朔
日
天
気

ヲ
ダ
ヤ
カ

二
風
静
カ
ナ
レ
バ
、
彼
大
船
共
ヲ
旗
指
物
幕
ナ
ド
ニ
テ
彩
ク
カ
ザ
リ
立
、
浦
々
湊
々

ノ
兵
船
ド
モ
マ
デ
モ
、
其
手
其
手
ノ
船
ジ
ル
シ
ヲ
我

ヲ
ト
ラ
ジ
ト
美
麗
蓋
シ
ケ
リ
、

御
座
船
二
艘
金
欄
鈍
子
ヲ
以
カ
ザ
リ
立
、
堺
南
北

ノ
津

ヨ
リ
捧
ゲ
奉

ル
、
尤
御
気

色

ヨ
カ
リ
ケ
リ
、
サ
テ
九
鬼
ヲ
召
シ
大
船
小
船

ヲ
推
分

テ
、
船
軍

ノ
様
子
仕
テ
見

セ
候

へ
、
剛
弱

ノ
御
指
南
有

ベ
キ
ト
ノ
御
定
有
ケ
レ
バ
、
雑
賀
表

ノ
兵
船
共
ト
打

戦
テ
勝
軍
セ
シ
様
子

ヲ
、
揮

ル
所
ナ
ク
下
知

シ
テ
御
目
に
懸
申
ケ
レ
バ
、
無
残
所

ゾ
ト
御
感

ニ
テ
、
黄
金
三
百
両
、
小
袖
十
重
、
旨
酒
珍
肴
、
船
軍
ノ
祝
ト
シ
テ
被

下
ケ
リ
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
『多
聞
院
日
記
」
の
短
い
記
事
の
背
景
が
実

に
見

事
に
活
写
さ
れ
て
い
る
。
た
だ

『信
長
公
記
』
、
『信
長
記
』
の
間
に
は
信
長
と
九

鬼
嘉
隆
の
会
見
日
が
九
月
晦
日
、
十
月
朔
日
と
相
違
す
る
が
、
『
多
聞
院
日
記
』

で
は
、
九
月
晦
日
に
係
け
て

「信
長

ハ
此

一
両
日
ハ
堺

へ
越
用
意
了
、
船
見
物
云
々
」

と
書
き
、
九
月
晦
日
を
船
見
物
の
日
と
考
え
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

天
正
十
年
六
月
二
日
、
信
長
が
本
能
寺
で
不
慮
の
死
を
遂
げ
、
そ
の
後
の
天
下

を
秀
吉
が
掌
握
す
る
と
、
こ
の
九
鬼
嘉
隆
と
軍
船
は
秀
吉
に
与
力
し
、
秀
吉
と
信

雄
の
戦
い
、
小
田
原
城
攻
め
に
際
し
て
は
海
近
の
通
路
を
断
ち
、
い
つ
れ
も
秀
吉

側
に
利
を
も
た
ら
し
て
い
る
。
日
本
丸
を
始
め
大
船
の
活
動
が
そ
の
都
度
噂
さ
を

呼
び
九
鬼
水
軍
の
名
は

一
層
著
名
と
な
る
。
文
禄
元
年
、
壬
辰
の
役
で
は
宇
喜
多

秀
家
を
惣
大
将
、
陸
の
大
将
は
小
西
行
長
、
加
藤
清
正
、
黒
田
長
政
、
船
手
の
大

将
は
脇
坂
安
倍
、
九
鬼
嘉
隆
、
加
藤
嘉
明
と
し
て
名
護
屋
城
を
出
発
、
釜
山
に
着

船
し
て
い
る
。
こ
の
際
、
船
軍
は
数
城
を
落
城
さ
せ
緒
戦
は
功
を
奏
し
た
が
、
九

鬼
、
加
藤
が
軍
持
え
中
、
脇
坂
安
倍
は
唐
島
表
で
番
船
を
追
い
相
手
側
の
計
に
は
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ま
り
大
敗
、
急
拠
九
鬼
、
加
藤
の
救
援
船
軍
が
赴
く
も
大
敗
、
九
鬼
嘉
隆
の
船
-

日
本
丸
か
ー
も
帆
柱
打
折
ら
れ
る
と
い
う
ダ
メ
ー
ジ
を
う
け
る
。
や
が
て
倭
の
軍

船
、
唐
島
表
に
大
移
動
す
る
の
ニ
ュ
ー
ス
が
伝
わ
り
番
船
は
俄
に
姿
を
消
し
た
次

第
が

『脇
坂
家
傳
記
』

に
記
さ
れ
て
い
る
。
『績
武
將
感
状
記
』

に
は

「朝
鮮

ヲ

伐
時
、
九
鬼
大
隅
守
喜
隆
ノ
日
本
丸
ヲ
、
鬼
宿
船
ト
更
メ
名
ヅ
ケ
ラ
ル
、
朝
鮮

二

渡
テ
大
小
船
七
百
艘
、
列
ヲ
整
テ
敵
ヲ
待

チ
大

二
戦

フ
テ
、
敵
船
二
艘

ヲ
乗
取
タ

リ
」
と
あ
り
、
九
鬼
嘉
隆
と
日
本
丸
以
下

の
船
団
の
規
模
の
大
き
さ
、
そ
の
動
き

を
見
事
に
描
い
て
い
る
。

文
禄
の
役
で
九
鬼
嘉
隆

の
日
本
丸
に
ひ
き
い
ら
れ
る
水
軍
の
活
躍
は
多
聞
院
英

俊
な
ど
に
噂
話
と
し
て
聞
こ
え
た
に
相
違
な
い
。
噂
の
た
び
ご
と
に
天
正
六
年
七

月
廿
日
の
堺
浦

へ
の
鉄
船
日
本
丸
到
来
の
日
の
こ
と
、
同
年
九
月
晦
日
の
条
の
信

長
の
堺
浦
で
の
日
本
丸
御
覧
の
日
の
こ
と
が
回
想
さ
れ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。

一
方
、

徳
川
幕
府
は
こ
う
し
た
大
船

に
対
し
て
信
長
、
秀
吉
と
は
異
る
見
解
を
も

っ
て
い

た
。
『當
代
記
』
に
は

「慶
長
十
四
年
九
月
、
西
国
大
名
等
近
年
大
船

ヲ
持
造
、

是
自
然
ノ
時
、
催
大
軍
可
上
歎
之
由
云
々
、
依
之
此
船
ド
モ
ヲ
自
駿
府
可
有
破
却

由
日
、
先
淡
路
国
江
可
被
寄
ト
也
」
と
い

っ
た
記
事
が
あ
り
、
大
船
造
船
を
禁
じ
、

既
存
の
大
船
の
破
却
を
通
知
、
淡
路
に
西
国
大
名
下
に
あ
る
大
船
を
集
め
る
べ
く

指
示
す
る
旨
が
明
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
『家
忠
日
記
』

に
は

「
慶
長
十
四

年
九
月
廿
七
日
、
西
国
大
名
五
百
石
積
以
上
の
武
者
船
相
改
請
取
る
べ
き
の
旨
、

九
鬼
長
門
守
守
隆
に
命
ぜ
ら
る
。
守
隆
両
使
と
共
に
淡
州
に
赴
き
西
国
の
大
船
を

悉
く
改
て
駿
府
及
江
戸
に
指
上

セ
、
日
を
経
て
着
岸
す
」
と
い
う
指
示
の
貫
徹
を

物
語
る
記
事
が
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

一
方
、
『寛
明
日
記
』
に
よ
れ
ば

「
寛
永
十
二
年
六
月
二
日
、
将
軍
家

(家
光
)

向
井
将
監
忠
勝
に
被
命
、
安
宅
丸
上
覧
在
之
、
仰
此
御
船
は
去
々
年
よ
り
相
州
三

崎

に
於
て
所
造
之
也
、
天
下
太
平
、
然
ど
も
陸

の
城
郭
海
上
の
大
船
、
皆
是
武
備
、

治
而
不
忘
乱
之
法
也
と
て
此
御
船
を
被
為
造
、
龍
頭
鵡
首
を
粧
ひ
船
の
大
サ
三
十

尋
、
以
銅
覆
之
、
有
三
重
之
櫓
、
恰
如
城
郭
、
櫓
立
二
百
挺
、
但
就

一
挺
二
人
掛

也
、
水
手
都
合
四
百
人
隻
立
事
如
麻
…
」
と
い
う
よ
う
に
将
軍
の
大
船
が
誕
生
し

て
く
る
の
で
あ
る
。
西
国
大
名
の
大
船
を
廃
し
万

一
の
天
下
大
乱
に
具
え
る

一
方
、

将
軍
の
権
勢
の
誇
示
と
し
て
龍
頭
鵡
首
、
平
安
時
代
以
来
貴
紳
の
愛
し
た
龍
頭
鵡

首

の
船
様
式
を
採
用
し
た
大
船
が
誕
生
す
る
の
で
あ
る
。
九
鬼
水
軍
の
雄
、
九
鬼

嘉
隆

の
日
本
丸
が
鉄
ノ
船
と
称
さ
れ
た
よ
う
に
こ
の
龍
頭
鶴
首
の
大
船
は
銅
ノ
船

で
あ

っ
た
。
鉄
砲
に
よ
る
攻
撃
を
避
け
る
鉄

ノ
船

の
防
御
の
鉄
板
覆
い
が
、
き
ら

び
や
か
な
飾
り
立
て
と
も
い
う
べ
き
銅
板

で
覆

い
飾
ら
れ
た
銅
ノ
船
に
変
化
す
る

の
で
あ
る
。
も
は
や
治
し
て
乱
を
忘
れ
ず
の
意
を
も

つ
と
し
て
も
、
治
中
の
遊
び

に
近

い
姿
の
大
船
と
化
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

多
聞
院
英
俊
が
た
ま
た
ま
書
き
留
め
た
鉄

の
大
船

・
九
鬼
嘉
隆
の
日
本
丸
を
筆

頭
と
す
る
大
船
は
、
信
長

・
秀
吉
の
時
代
、
戦
国
の
時
代
、
海
外
を
も
視
座
に
入

れ
た
中
で
誕
生
し
た
軍
船
で
あ
る
が
、
そ
の
豪
華
、
そ
の
規
模
は
単
な
る
軍
船
を

超
え
た
宗
教
的
興
奮
を
呼
ぶ
も
の
、
戦
勝
の
噂

の
度
び
毎
に
想
起
さ
れ
る
も
の
と

し
て
時
代
を
生
き
た
の
で
あ
る
。
英
俊
の
記
事

に
負
う
学
恩
は
極
め
て
大
き
い
も

の
が
あ
る
。
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二
、
多
聞
院
ゆ
か
り
の
昌
左
と
そ
の
墓
石

天
正
六
年
七
月
廿
日
の
英
俊
の
日
記
に
見
え
る

コ

、
昌
佐
死
了
」
の

一
行
は

私

に
強

い
衝
撃
を
与
え
る

一
行
で
あ

っ
た
。
私
は
昭
和
三
六
年
七
月

一
日
よ
り
南

都

・
元
興
寺
極
楽
坊
境
内
の
発
掘
調
査
を
担
当
し
た
。
国
宝
禅
室
、
重
要
文
化
財

極
楽
堂
を
火
災
か
ら
護
る
た
め
の
防
災
施
設
、

こ
の
施
設
を
境
内

一
円
に
埋
設
す

る
に
先
立
ち
、
事
前
の
発
掘
調
査
を
実
施

し
た
の
で
あ
る
。
当
時
、
東
門
と
極
楽

堂

の
間
、
少
し
北
寄
り
位
置
に
瓢
形
の
大
規
模
な
穴
を
発
見
、
こ
の
穴
を
掘
り
下

げ
る
過
程
で
位
牌
、
物
忌
札
、
板
塔
婆
、
柿
経
な
ど
多
量
の
葬
祭
具
を
は
じ
め
、

火
葬
骨
の
小
片
を
収
あ
た
木
製
納
骨
五
輪
塔
、
納
骨
壺
や
納
骨
櫃
、
セ
大
な
量
の

火
葬
骨
片
な
ど
が
見
出
さ
れ
、

一
挙
に
中
世
都
市
奈
良
の
葬
祭
が
極
め
て
リ
ア
ル
、

具
体
的
に
知
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
瓢
形
の
穴
の
調
査
中
、
境

内
に
あ
る
数
多
い
墓
標
、
墓
石
が
境
内
随
所

に
散
乱
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
そ

の
墓
標
に
刻
ま
れ
た
記
年
銘
が
瓢
形
穴
発

見
の
葬
祭
具
の
記
年
銘
と
重
さ
な
り
合

う
こ
と
も
あ

っ
て
、
そ
の
照
合
は
重
要
な
課
題
と
な
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
た
の
で

あ
る
。

実
は
境
内
に
あ
る
墓
石
の
中
に
私
を
と
ら
え
て
離
さ
な
い

一
基
の
墓
石
が
あ

っ

た
。
目
立

つ
墓
石
で
あ

っ
た
。
そ
の
墓
石

は
、
自
然
石
、
頭
部
が
右
寄
り
に
尖
り
、

全
体
が
平
石
風
の
イ
メ
ー
ジ
を
も

っ
た
す
ば
ら
し
い
風
情
の
漂
う
墓
石
で
あ
る
。

高
さ
九

一
弛ン
、
幅
六
六
弛
ン程
、
墓
石
と
し

て
は
仲
々
雄
渾
な
石
材
を
用
い
て
い
る
。

こ
の
墓
石

の
正
面
中
央
や
＼
上
寄
り
に
昌
佐
と
右
寄
り
に
大
き
く
深
く
彫
り
、
左

寄
り
、
字
頭
を
揃
え
る
よ
う
に
し
て
小
字
で
妙
祐
の
二
字
を
浅
く
刻
ん
で
い
る
。

そ
の
下
方
に
左
右
振
り
分
け
て
、
右
に
天
正
六
戌
、
左
に
七
月
廿
日
の
年
次
を
刻

ん
で
い
る
。
小
字

の
上
、
浅
い
彫
り
で
は
あ
る
が
、
硬
質
の
石
材
と
い
う
こ
と
も

あ

っ
て
字
形
は
瞭
然
、
ま
こ
と
に
堂
々
と
し
た
墓
石
で
あ
る
。
左
上
り
の
字
、
縦

画
が
反
り
合
う
と
い

っ
た
特
色
が
全
文
字
に
見
ら
れ
る
上
、
年
次
二
行
振
り
分
け

の
中
軸
線
を
上

へ
伸
ば
せ
ば
昌
左
、
妙
祐
の
二
行
の
心
を
通
る
こ
と
に
な
り
、
四

行
が
同
時
に
彫
刻
さ
れ
た
こ
と
を
裏
付
け
て
い
る
。

長
い
間
、
こ
の
昌
左
墓
石
は
そ
の
堂
々
た
る
風
格
も
あ

っ
て
私

の
記
憶
に
留
め

ら
れ
て
き
た
。
そ
こ
へ

『
多
聞
院
日
記
』
の
天
正
六
年
七
月
廿
日
の

一
行
が
目
に

入

っ
た
訳
で
あ
る
。

こ
の
日
記
の

一
行
を
見
出
し
、
早
速
、
元
興
寺
極
楽
坊
の
昌

左
墓
石
を
点
検
、
両
者
が
と
も
に

「天
正
六
年
七
月
廿
日
」
を
死
去

の
日
と
す
る

こ
と
が
確
認
さ
れ
た
。
昌
左
と
昌
佐
の
字
の
違
い
は
あ
る
が
、
多
聞
院
日
記
の
昌

佐
は
多
聞
院
英
俊
と
親
し
く
往
来
も
再
々
、
そ
う
し
た
意
味

で
は
奈
良
に
住
む
人

物
で
あ
る
こ
と
は
疑
い
を
入
れ
な
い
。
奈
良
町
の
人
々
の
墓
所
と
し
て
最
も
著
名

な
墓
所
は
そ
の
名
を
示
す
通
り
、
元
興
寺
極
楽
坊
、
そ
れ
だ
け
に
こ
の
元
興
寺
極

楽
坊
を
昌
左

(昌
佐
)
が
墓
所
と
し
て
選
ぶ
こ
と
は
自
然
。
と
く
に
当
時
、
元
興

寺
極
楽
坊
は
興
福
寺

の
支
配
下
に
あ
り
、
興
福
寺
関
係
者
の
墓
所
と
も
な

っ
て
い

る
こ
と
が

『大
乗
院
寺
社
雑
事
記
」
等
の
記
載
か
ら
判

っ
て
い
る
。
そ
う
し
た
意

味
で
は
昌
左
の
背
景
に
興
福
寺
と
の
つ
な
が
り
が
辿
れ
る
の
か
も
知
れ
な
い
と
思

え
た
の
で
あ
る
。
昌
左

・
昌
佐
は
文
字
こ
そ
違
え
同

一
人
と
見
倣
す
こ
と
が
で
き
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る
で
あ
ろ
う
。

一
方
で

『多
聞
院
日
記
』
に
記
さ
れ
、
他
方
で
は
墓
石
に
名
を
の

こ
す
昌
左

(昌
佐
)
の
存
在
は
中
世
を
考
え
る
上
で
ま
こ
と
に
注
目
す
べ
き
事
例
ー

デ
ー
タ
と
な
る
で
あ
ろ
う
。

で
は
、
多
聞
院
英
俊
と
繋
り
、
元
興
寺
極
楽
坊
に
墓
石
を
の
こ
す
昌
左

(昌
佐
)

と
は
ど
の
よ
う
な
人
物
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
彼
の
人
と
な
り
は

『多
聞
院
日
記
』

を
旙
く
こ
と
で
浮
か
び
上

っ
て
く
る
で
あ
ろ
う
。
『多
聞
院
日
記
』

に

つ
い
て
は

杉
山
将
氏
の

『
索
引
」
が
編
纂
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
索
引
の
学
恩
を
得
て

「昌
佐
」

を
求
め
れ
ば
十
条
の
記
事
が
得
ら
れ
る
。
こ
の
記
事
を
通
じ
て

「昌
佐
」
の
人
物

像
を
描
く
こ
と
と
し
た
い
。

第

一
の
記
事
は
、
永
禄
十

一
年
十
二
月
廿
九
日
の
条
で
あ
る
。

「
天
気
快
然
、

妙
徳
院

へ
礼

二
参
了
、
炭

一
力
禅
識
房
、
樽

一
昌
佐
、
鈴

一
対
サ
ッ
マ
ヤ
、
ア
メ

一
カ
モ
ン
、
同

一
マ
コ
十
、
同

一
梅
木
、
同

一
・
ナ
ツ
ト
ウ

一
藤
兵
衛
、
茶
長
学
、

鈴

一
対

・
大
根

・
子
キ
新
左
衛
門
、
何
方

へ
も
礼

二
不
出
、
本
尊
奉
掛
餅
備
進
了
」

の
記
事
が
そ
れ
で
あ
る
。
妙
徳
院
は
同
日
記
の
永
正
二
年
二
月
条
に

「今
日
学
侶

面
々
於
妙
音
院
会
合
在
之
」
と
し
て

「惣
珠
院
、
妙
徳
院
、
吉
祥
院
、
賢
聖
院
…

予

(多
聞
院
)」
な
ど
十
五
院
が
会
合

に
出
席
し
て
い
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

妙
徳
院
は
そ
の

一
で
あ
り
、
多
聞
院
と
共
に
興
福
寺
学
侶
衆
の

一
で
あ
る
こ
と
が

知
ら
れ
る
訳
で
あ
る
。
永
禄
十

一
年
の
歳
末
、
多
聞
院
英
俊
は
平
素
い
ろ
い
ろ
往

来
の
あ
る
妙
徳
院
に
歳
末
の
礼
に
赴
い
て
お
り
、

一
方
、
禅
識
房
は
炭

一
荷
、
昌

佐
は
酒

一
樽
、
サ
ツ
マ
ヤ
は
鈴

一
対
、
カ
モ
ン
・
孫
十
は
ア
メ
…
新
左
衛
門
は
鈴

一
対

・
大
根
を
多
聞
院
英
俊
の
も
と
に
歳
暮
と
し
て
届
け
て
い
る
の
で
あ
る
。
英
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俊
は
こ
の
日
は
妙
徳
院
以
外
に
は
礼
に
出
な
か

っ
た
旨
を
日
記
に
書
き
と
め
て
い

る
の
で
あ
る
。

こ
の
記
事
は
、
英
俊
に
歳
暮
を
贈
る
親
し
い
関
係
に
あ
る
人
物
を

掲
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歳
暮
品
を
記
し
た
も

の
で
序
列
か
ら
見

て
も
、
そ
の
品
か
ら

見
て
も
禅
識
房
と
と
も
に
英
俊
に
極
め
て
近
く
あ
る
人
物
像
が
昌
佐
に
与
え
ら
れ

る
の
で
あ
る
。
年
明
け
た
永
禄
十
二
年
正
月
朔
日
の
記
事
を
見
る
と

「如
常
妙
徳

院

へ
毎
日
講

一
献
参
了
、
去
年
錯
乱
故
年
玉
略
之
由
承
間
不
持
参
、
四
十
余
年
以

来
略

ハ
無
之
…
」
と
い
っ
た

一
文
が
あ
り
、
四
十
余
年
間
、
英
俊
は
妙
徳
院
に
年

玉
を
贈
り

つ
づ
け
て
来
た
こ
と
、
去
年
の
み
は
錯
乱
あ

っ
て
省
略
、
持
参
せ
ず
と

い
う
事
態

に
な

っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
く

の
で
あ
る
。
歳
暮

・
年
玉
を
英
俊
が
妙

徳
院
に
毎
年
届
け
る
と
い
っ
た
深
い
縁
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

永
禄
十
二
年
正
月
九
日
の
日
記

で
は

コ

、
禅
識
房
帰
坊
了
、

一
荷

・
両

種
妙.
η被
持
了
、
十
疋
少
太

へ
、
廿
ツ
ツ
下
二
人

へ
、
十
疋
昌
佐

ヨ
リ
、

一
帖
弥

三
郎
ヨ
リ
、
杉
原
二
帖
恵
柏

ヨ
リ
来
了
」

と
書
か
れ
て
い
る
。
英
俊
か
ら
少
太
ほ

か
二
人
に
十
疋

・
廿
疋
が
渡
さ
れ
る

一
方
、
昌
佐
は
十
疋
、
…
恵
柏
は
杉
原
紙
二

帖
を
英
俊
に
贈

っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
面
白
い
こ
と
に
永
禄
十
三
年
正
月
八
日
、

先
き
の
日
記
記
事
の

一
年
後
の
條
に
は

「
妙
徳
院
心
経
少
讃
之
、
龍
雲
院

へ
心
経

二
行
、
樽

一
荷
加
セ
ヤ諮
、
厚
番
三
帖
昌
佐

へ
、

一
帖
弥
三
郎

へ
…
」
と
い
っ
た
記

事
が
あ
る
。
前
年
の
正
月
九
日
は
昌
佐
は
十
疋
を
贈
る
側
、
本
年
は
逆
に
酒
樽

一

荷

・
コ
ン
ニ
ヤ
ク
廿
丁

・
カ
キ

一
把
が
届
け
ら
れ
る
側
と
な

っ
て
い
る
。
英
俊
と

昌
佐
の
間
に
は
こ
う
し
た
贈
答
を
め
ぐ
る
親
し
い
往
来
が
辿
れ
る
の
で
あ
る
。
元

亀
元
年
六
月
廿
六
日
の
条

に
は

コ

、
昌
佐

・
藤
兵
衛

ヨ
リ
瓜
来
了
」
の
記
事
が

あ
り
、
歳
末

・
年
初
以
外
、
夏

に
も
瓜
が
英
俊
の
も
と
に
昌
佐
が
贈
り
届
け
て
い

る
こ
と
が
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
『多
聞
院
日
記
』
の
中

で
多
聞
院
英
俊

の
近
く

に
常
に
あ
る
者
と
し
て
は
禅
識
房
が
あ
た
か
も
英
俊
の
家
仕

の
よ
う
な
役
割
を
荷

い
、
カ
モ
ン
、

マ
ゴ
十
、
梅
木
、
藤
兵
衛
な
ど
は
下
仕

に
近

い
表
現
が
と
ら
れ
て

い
る
の
に
対
し
、
昌
佐
が
ど
の
よ
う
に
位
置
ず
け
ら
れ
る
人
物

で
あ
る
か
は
明
き

ら
か

で
な
い
。
む
し
ろ
、
上
げ
た
人
物
と
は
区
別
さ
れ
る
、
英
俊

の
家
司
的
性
格

の
人
々
と
は
異
る
性
格
を
も

つ
人
物
で
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
の
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
先
掲

の
永
禄
十
二
年
正
月
九
日
の
日
記
で
は

「十
疋
昌
佐

ヨ
リ
、

一
帖
弥
三
郎

ヨ
リ
、
杉
原
二
帖
恵
柏
ヨ
リ
来
了
」
と
あ
る
記
事
が
見
ら
れ
る
が
、

つ
づ
く
十

一
日
の
記
事

で
は
、
「松
少
昨
夕
信
長
同
道

ニ
テ
在
京
之
由
聞

へ
在
之
、

則
田
村
付
申
遣
了
、
中
坊
藤
松
殿
両
種

一
荷
持
来
間
、
翌
日
又
同
樽
遣
之
、
昌
佐

先
度
持
候
間
、
同
日
又
十
疋
返
遣
之
」
と
み
え
る
。
正
月
九
日
、
昌
佐
が
英
俊
に

届
け
た
十
疋
が
十

一
日
の
記
事
で
は
英
俊
か
ら
昌
佐

へ
そ
の
日
の
内

に
返
さ
れ
た

旨
が
記
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
こ
の
記
事
で
は
、
昌
佐
は
英
俊

に
十
疋
を
貸
与

し
、
同
日
中

に
返
却
を
う
け
て
い
る
か
の
如
く
読
め
、
金
子
の
貸
借
が
あ
る
か
の

よ
う
に
思
わ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
関
係
と
視
を

一
に
す
る
記
事
が
あ
る
。

天
正
四
年
三
月
十
日
の
日
記
の

一
文

「
一
、
丹
波
伝
次
殿
昨
夕
上
洛
、
寿
福
院

へ

見
舞
了
、
廿
疋
持
之
、
林
源
二
郎

ヘ
モ
廿
疋
礼
了
、
昌
佐
取
合
了
」
が
そ
れ
で
あ

る
。
文
中

の
昌
佐
取
合
了
の
句
は
洛
中
の
寿
福
院
に
至

っ
た
丹
波
伝
次
を
英
俊
が

見
舞
う
が
そ
の
際
廿
疋
を
贈
り
、
併
せ
て
林
源
二
郎
に
も
二
十
疋
を
礼
と
し
て
贈

っ

た
こ
と
を
記
し
、
昌
佐
が
そ
の
四
十
疋
を
取
合
せ
た
1
調
達
し
た
こ
と
を
の
べ
て
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い
る
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た
面
か
ら
昌
佐

像
を
辿
れ
ば
英
俊
に
金
子
貸
借
の
関
係

を
時
に
も

つ
富
裕
な
人
物
、
も
し
く
は
寺
社

に
あ

っ
て
金
子
を
貸
借
す
る
富
裕
な

人
物
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
る
。

『
多
聞
院
日
記
』
に
は
天
正
二
年
f
二
月
廿
日
の
記
事
と
し
て

「昌
佐

へ
使

ツ

ク
ト
テ
坂
梗
宿
替
r
、
使

へ
曖

二
銀

一
枚
出
之
、
自
是
遣
之
」
の

一
文
が
あ
る
。

内
容

は
読
み
と
り
に
く
い
が
、
翌
廿

一
日
、
大
乗
院
方
算
用
了
と
の
一
句
が
見
え
、

甘
六
日
に
は
大
乗
院
殿

へ

「
サ
ン

(算
)

用
状
上
了
」
の
句
や

「坂
梗
算
用
引
A
口

沙
汰
之
、
ノ
コ
リ
廿
石
ほ
と
預
り
米
在
之
、

一
筆
遣
之
」
と
い
っ
た

一
文
が
み
と

め
ら
れ
る
。
興
福
寺
大
乗
院
の
算
用

(収
支
計
算
)
の
他
、
多
聞
院
算
用
状
の
送

達
、
坂
梗
算
用
引
合
沙
汰
と
興
福
寺
と
の
問
で
あ
わ
た
だ
し
い
動
き
が
歳
末
の
風

景
と
し
て
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
先
き
の

「
昌
佐

へ
使

ッ
ク
ト
テ
坂
梗
宿
替
了
」

の
句
を
そ
う
し
た
動
き
と
関
連
さ
せ
る
と
、
昌
佐
の
も
と
に
興
福
寺
の
算
用
使
が

到
着
、
種
々
収
支
を
検
討
す
る
問
、
次
に
坂
梗
の
算
用
を
行
な
う
こ
と
も
あ
り
、

決
め
て
い
た
宿
を
坂
梗

へ
替
え
る
こ
と
に
な

っ
た
経
緯
を
伝
え
て
い
る
の
で
あ
ろ

う
か
。
多
聞
院
や
大
乗
院
の
算
用
に
深
く
係
る
人
物
と
し
て
そ
の
力
の
大
き
さ
を

垣
間
見
せ
る
記
事
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

『
多
聞
院
日
記
」
は
昌
佐
の
い
ま

一
面

を
見
事
に
記
録
し
て
い
る
。
元
亀
二
年

.、一月
廿
七
日
の
條
に
は

「大
乗
院
家
御
同
学
之
事
付
、
種
々
六
借
放
子
細
在
之
問
、

上
表
了
、
則
出
世
奉
行

へ
以
折
番
申
遣
之
。
紹
巴
方
々
に
て
発
句
、
千
句
の
時
、

鐘

の
ヲ
ト
も
し
ほ
め
る
花
の
夕
か
な
」
。
昌
佐
ふ
る
ま
い
ゑ
ん
の
時
、

月
や
船
さ

す
さ
ほ
川
の
夕
霞
。
北
院
に
て
、
春
の
色

か
き
り
し
ら
れ
ぬ
野
山
哉
。
多
武
峯
に

て
、
け
ふ
ち
る
や
あ
す
か
の
川
の
花
さ
か
り
。
吉
野
に
て
、
む

つ
の
く

ハ
限
り
や

ハ
あ
ら
ん
花

の
よ
し
の
山
。
龍
門
に
て
、
山
姫
の
た
ち
ぬ
ふ
き
ぬ
や
花
の
た
き
。

た
か
せ
に
て
、
風
や
さ
す
柳
か
浦
の
た
か
せ
ふ
ね
。
昌
叱
千
句

二
、
月
に
花
に
世

を
見

ハ
風
も
雲
も
な
し
。
喜
多
院
殿
千
句
、
花
に
と
ふ
そ
て
の
昔

の
匂
ひ
哉
。
」

と
い
う
興
味
深
い
連
歌
の
そ
れ
ぞ
れ
が
書
き
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
英
俊
が
詠
ん
だ

連
歌

の
句
と
、
そ
の
詠
ま
れ
た
場
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。
名
門
興
福
寺
多
聞
院
の

英
俊
が
紹
巴
や
昌
叱
な
ど
と
交
わ
り
、
そ
の
連
歌
会
に
出
席
、
ま
た
大
和
の
名
所

を
選
ん
で
そ
の
地

へ
赴
き
開
か
れ
る
連
歌
会
で
の
作
歌
だ
け
に
、
英
俊
の
交
誼
の

相
手
が
旦
ハ体
的

に
知
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
里
村
紹
巴
は
興
福
寺
の
明
磨
院
の
喝
食
。

里
村
昌
休
を
師
と
し
て
連
歌
を
学
び
昌
休
の
死
後
、
昌
休
の
子
昌
叱
を
養
育
し
、

里
村
家
を
再
興
、
織
田
信
長

・
豊
臣
秀
吉
に
接
近
し
連
歌
の
全
盛
時
代
を
創
り
出

し
た
人
物

で
あ
る
。
江
戸
時
代
に
は
昌
休

・
昌
叱
の
子
孫
が
里
村
南
家
、
紹
巴

・

玄
価
の
子
孫
が
里
村
北
家
を

つ
く
り
宗
匠
を

つ
と
め
る
よ
う
に
な
る
。
多
聞
院
英

俊
は
こ
う
し
た
里
村
紹
巴
、
里
村
昌
叱
と
交
流
し
、
連
歌
会
に
出
席
、
こ
う
し
た

各
句
を
も
の
し
た
の
で
あ
る
。

面
白

い
こ
と
に
、
英
俊
は

「昌
佐
の
ふ
る
ま
い
ゑ
ん

(振
舞
宴
)
」
に
も
参
加
、

そ
の
宴
席
は
連
歌
会
の
場
で
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
紹
巴
や
昌
叱
の
千
句
会
だ
け

で
な
く
、
連
歌
を
た
し
な
む
富
裕
な
人
々
が
紹
巴
や
昌
叱
を
招
き
、
英
俊
な
ど
各

界
各
地

の
要
人
を
招
い
て
振
舞
宴
を
は
り

つ
つ
連
歌
会
を
ひ
ら
く
と
い

っ
た
ケ
ー

ス
の
中
で
の
こ
と
で
あ
る
。
現
実
に

『多
聞
院
日
記
』
元
亀
二
年
四
月
十
二
日
条

に
は

コ

、
於
龍
雲
院
竹
下

へ
昌
佐
振
舞
在
之
、
為
音
信
油
咽
三
丁
書
状
に
て
遣
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之
」
の
記
事
を
見
る
の
で
あ
る
。
振
舞
ー

「
ふ
る
ま
い
の
ゑ
ん
」
が
龍
雲
院
竹
下

で
開
催
さ
れ
、
英
俊
も
参
加
、
恐
ら
く
は
昌
佐
肝
入
り
の
人
々
や
連
歌
師
が
招
か

れ
、
盛
大
な
連
歌
会
と
な

っ
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
英
俊
が
墨
三
丁

に
書
状
を
添
え
て
昌
佐
に
遣
る
と
い
う
行
為
は
、
そ
の
宴
が
い
か
に
華
美
な
宴
で

あ
り
、
盛
大
な
連
歌
会
で
あ

っ
た
か
を
物
語
る
も
の
で
あ
ろ
う
。

昌
佐

-
昌
左
の
記
事
は
、
死
去
の
記
事

以
外
全
て
を
掲
げ
て
、
そ
の
人
と
な
り

を
辿

っ
た
。
そ
こ
で
昌
左
の
名
自
体
を
通

じ
て
語
る
こ
と
と
し
よ
う
。
昌
左
の
姓

名
と
も
、
『多
聞
院
日
記
」
は
語
ら
ず
、
墓
石
も
姓
名
を
記
さ
ず
戒
名
法
号
を
記

す
の
み
で
あ
る
。
こ
の

「昌
左
」
の
名
で
注
目
さ
れ
る
の
は

「
昌
」
字
で
あ
る
。

紹
巴
が
師
と
し
た
連
歌
師
は
里
村
昌
休
、

そ
の
子
は
昌
叱
、
南
家
を

つ
い
で
昌
琢
、

昌
程
と

つ
づ
く
。
そ
の
流
れ
を
汲
む
連
歌
師

に
は
昌
廼

・
昌
長

・
昌
同

・
昌
成

・

昌
逸

・
昌
寅
と
多
く
の
場
合

「昌
」
字
を
冠
し
そ
の
家
を
示
し
て
い
る
。

一
方
の

紹
巴

・
玄
傍
は
北
家
。
玄
的
と

つ
づ
き
、

そ
の
家
は
玄
豊

・
玄
川

・
玄
仲
と
多
く

の
場
合

「玄
」
字
を
冠
し
て
そ
の
家
を
表
現
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
門
戸

一
統
に

「昌
」
な
り

「玄
」
字
を
与
え
る
風
潮
が
創

り
出
さ
れ
る
の
は
い

つ
か
ら
か
は
必

ず
し
も
明
確
で
は
な
い
が
、
『多
聞
院
日
記
』

で
は
初
見

の
永
禄
十

二
年
の
段
階

で
す
で
に

冒
日
佐
」
と
し
て
登
場
、
死
去

の
年
ー
天
正
六
年
ま
で
の
問
、
終
始
英

俊
か
ら

「昌
佐
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
早

い
段
階
に
連
歌
に
連
な
る
も
の
と
し
て

「
昌
」
字
が
与
え
ら
れ
て
い
る
と
見
て
よ
い

で
あ
ろ
う
。
興
福
寺

の
妙
徳
院

・
龍

雲
院
は
英
俊
に
と

っ
て
極
め
て
大
切
な
院

で
あ
る
。
四
十
余
年
間
、
年
始
か
か
さ

ず
年
玉
の
品
々
を
届
け
る
妙
徳
院
で
は
心
経
会
が
行
な
わ
れ
、
龍
雲
院

で
も
同
日

に
や
は
り
心
経
会
が
ひ
ら
か
れ
る
。
英
俊
は
妙
徳
院
心
経
会

に
参
加
、
そ
の
後
、

龍
雲
院
心
経
会
に
出
る
こ
と
が
慣
習
化
し
て
い
る
。
昌
佐
の
龍
雲
院
で
の
振
舞
宴
-

連
歌
会
は
こ
の
龍
雲
院

で
執
り
行
な
わ
れ
て
い
る
。
深
く
興
福
寺
龍
雲
院
に
昌
左

が
係
り
合

っ
て
い
る
様
子
が
理
解
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
昌
左

(昌
佐
)
が
龍
雲
院
と
縁
深
く
、
し
か
も
連
歌

へ
の
造
詣

の

程
が
知
ら
れ
る
と
、
他
の
関
連
資
料
も
追
求
す
る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
本
学
国

文
学
科
永
井

一
彰
教
授
に
連
歌
関
係
史
料
に
昌
左
を
め
ぐ
る
史
料

の
存
在

の
教
示

を
乞
う
た
と
こ
ろ
、
早
速
、
京
都
女
子
大
学
浜
千
代
清
教
授
に
照
会

い
た
だ
き
、

同
教
授
よ
り
昌
左
関
係
の
デ
ー
タ
の
提
供
を
得
た
。
木
藤
才
蔵

『連
歌
史
論
考

・

下
」
に

「
明
翰
抄
等
に
名
前
の
見
え
な
い
僧
侶
の
作
歌
中
、
注
目
す
べ
き
も
の
に

昌
佐
と

一
乗
院
尊
政
が
い
る
。
昌
佐
は
龍
雲
院
の
僧
で
、
永
禄
七
年
三
月
十
五
日

の
何
人
百
韻

に
紹
巴
や
心
前
と

一
座
し
て
五
句
出
句
し
て
い
る
ほ
か
、
天
正
六
年

七
月
二
十
日
に
没
す
る
ま
で
の
問
、
紹
巴

・
昌
叱

・
心
前
等
と
し
ば
し
ば

一
座
し

て
連
歌
を
詠
み
、
ま
た
龍
雲
院
で
月
次
連
歌
会
を
興
行
し
て
い
た
。
」
と
あ
る

一

文
は
ま
さ
に
求
め
て
確
か
め
得
な
か

っ
た
昌
左
像
-
囲
ハ福
寺
龍
雲
院
の
僧
侶
と
い

う
特
性

に
画
龍
点
晴
と
も
い
う
べ
き

一
文
で
あ

っ
た
。
同
書
の

「連
歌
史
年
表
」

に
は
、
永
禄
七
年
三
月
十
五
日
の
春
日
若
宮
神
主
祐
根
蒔
絵
文
台
開
の
何
人
百
韻

興
行
に
五
句
を
出
し
、
永
禄
十
二
年
八
月
廿
二
日
の
興
福
寺
喜
多
院
何
人
百
韻

一

座

に
参
加
、
八
月
廿
三
日
龍
雲
院
で
の
紹
巴
興
行
何
路
百
韻
、
八
月
廿
五
日
東
地

井
宮
内
大
輔
許
興
行
何
船
百
韻
、
八
月
廿
八
日
喜
多
院
殿
興
行
何
路
百
韻
、
九
月

一
日
龍
雲
院
で
昌
佐
月
次
興
行
何
路
百
韻
が
行
な
わ
れ
た
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
場
に
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昌
佐
は
参
加
し
、

一
座
し
て
い
る
。
こ
の
年
-
永
禄
十
二
年
十
二
月
八
日
の
何
船

百
韻

で
は
祐
根
と
並
び
昌
佐
は
最
多
の
十
五
句
を
出
し
て
い
る
。
以
後
、
元
亀
二

年
三
月
五
日
の
興
福
寺
喜
多
院
で
の
紹
巴

の
千
句
連
歌
興
行
、
元
亀
三
年
三
月
十

八
日
の
吉
野
山
松
室
別
当
眞
永
の
何
船
百
韻
興
行
、
天
正
二
年
正
月
廿
六
日
の
中

坊
駿
河
守

の
多
聞
城
で
の
何
人
百
韻
興
行
、
天
正
三
年
九
月
十
三
日
の
何
路
百
韻

と

つ
づ
き
、
最
後
は
天
正
六
年
二
月
十
八

日
の
何
路
百
韻

に

一
座
し
た
こ
と
が
知

ら
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
興
福
寺
龍
雲
院
住
僧
の
性
格
に
加
え
て
奈
良
連
歌
の
隆
昌

を
荷
う
重
要
な
人
物
で
あ

っ
た
こ
と
が
確
め
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

昌
佐
は
興
福
寺
龍
雲
院
の
僧
で
あ
る
が
、
そ
の
性
、
連
歌
を
た
し
な
み
、
そ
の

詠
む
と
こ
ろ
は
里
村
昌
休
や
紹
巴
、
昌
叱
等
に
高
く
評
価
さ
れ

「
昌
左
」
の
昌
字

冠
名
を
認
め
ら
れ
る
程
で
あ

っ
た
と
見
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
昌
休
や
紹
巴

・
昌
叱

を
陰

で
支
え
た
り
、
時
に
は
彼
ら
が
行
う
百
韻
の
会
に
参
加
、
時
に
龍
雲
院
で
月

次
興
行
し
振
舞
宴
を
開
催
、
紹
巴

・
昌
叱
を
支
え
る
だ
け
で
な
く
、
龍
雲
院
の
名

声
を
支
え
る
大
切
な
連
歌
会
を
も
設
け
て
多
く
の
連
歌
ゆ
か
り
の
人
々
を
迎
え
て

い
る
の
で
あ
る
。
彼
は
日
常
生
活
で
も
昌
佐
の
名

で
呼
ば
れ
、
連
歌
衆
と
し
て
の

活
躍
が
目
を
惹
き
、
ま
た
自
か
ら
も
そ
れ
に
任
ず
る
所
が
あ

っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

死

に
先
き
立

っ
て
、
立
派
な
、
形
面
白
く
、
色
白
く
、
表
平
ら
か
な
巨
石
を
墓
石

と
し
て
用
意
、
死
後
こ
の
墓
石
に
妙
祐
の
法
名

・
連
歌
ゆ
か
り
の
昌
左
の
歌
名
を

刻
み
没
年
月
日
を
刻
ま
せ
た
の
で
あ
る
。
多
く
の
墓
標
が
舟
型
五
輪
塔
板
碑
墓
標
、

五
輪
塔
形
墓
標
を
選
ぶ
流
行
の
中
で
堂
々
た
る
自
然
石
平
石
を
用
い
る
昌
左
墓
石

は
連
歌

に
あ
や
か
る
誇
り
を
表
現
す
る
も
の
、
当
時

の
富
裕
な
興
福
寺
僧
の
、
連

歌
を
介
し
て
の
文
人
趣
味
の
貫
徹
を
物
語
る
も
の
と
い
え
る
で
あ
ろ
う
。

天
正
六
年
七
月
廿
日
、
時
の
流
れ
の
ご
く
ご
く
僅
か
の

一
刻

で
し
か
な
い
こ
の

一
日
、
英
俊
が
そ
の
日
記

『多
聞
院
日
記
」
に
記
し
た
身
近
な
噂
話
や
人
事
は
、

よ
く
よ
く
味
え
ば
極
め
て
重
要
な
内
容
を
含
む
も
の
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。
日
本

の
中
世
に
到
達
し
た
最
後
に
し
て
最
大
級
の
鉄
船
日
本
丸
、
紹
巴
や
昌
叱
を
と
り

ま
く
奈
良
興
福
寺
龍
雲
院

の
僧
昌
佐
の
振
舞
と
連
歌

へ
の
傾
注
、
そ
の
死
を
飾
る

他
と
異
る
自
然
石
墓
標
、
味

へ
ば
実

に
よ
く
歴
史
を
語
る
も
の
と
し
て
息
づ
く
こ

と
が
改
め
て
窺
え
る
の
で
あ
る
。

い
ま
、

こ
の
小
稿
成
る
に
あ
た

っ
て
、
種
々
教
示
賜

っ
た
浜
千
代
清
先
生
、
永

井

一
彰
先
生
に
深
く
感
謝

の
意
を
表
し
た
い
。
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